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雨森 れに 



 

〈

人

物

表

〉

 

寺
沢 

タ
エ
コ 

 
 

 

（
１
６
） 

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ハ
ー
フ
。
女
子
高
生
。 

寺
沢 
マ
リ
エ
ル 

 
 

 

（
３
３
） 

フ
ィ
リ
ピ
ン
人
。
ス
ナ
ッ
ク
の
マ
マ
。 

    

〈

ロ

グ

ラ

イ

ン

〉
 

近
し
い
人
に
は
気
に
か
け
て
も
ら
え
な
い
タ
エ
コ
が
、
拾
っ
た
子
犬
が
死
ん
だ
こ
と
を
き
っ

か
け
に
家
を
飛
び
出
す
。 

 

〈

ね

ら

い

〉

 

・
テ
ー
マ
触
媒
：
本
当
に
書
き
た
い
も
の
。 

・
弔
い
の
シ
ー
ン
を
書
く
。 

・
タ
イ
ト
ル
は
気
に
か
け
て
も
ら
え
な
い
の
を
幽
霊
み
た
い
、
家
出
を
旅
と
し
て
つ
け
て
み

ま
し
た
。 

・
補
足 

Aalis na ak
o.

は
タ
ガ
ロ
グ
語
で
「
そ
ろ
そ
ろ
行
く
ね
」
＝
意
訳
し
て
「
さ
よ

う
な
ら
」
に
し
ま
し
た
。 

 

 



 1 

 

１
． 

寺
沢
家
（
深
夜
） 

隙
間
風
で
窓
が
ガ
タ
つ
い
て
い
る
。 

１
Ｋ
の
部
屋
は
ゴ
ミ
だ
ら
け
。
床
に
は
督
促
状
や
封
書
が
未

開
封
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る
。 

夏
の
制
服
に
男
物
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
着
た
寺
沢
タ
エ
コ
（
１

６

）。

部
屋
の
隅
で
膝
を
抱
え
、
目
の
前
の
小
さ
い
段
ボ
ー

ル
を
見
つ
め
て
い
る
。
段
ボ
ー
ル
の
中
に
は
マ
フ
ラ
ー
と
タ

オ
ル
が
入
っ
て
い
て
、
微
か
に
動
い
て
い
る
。 

タ
エ
コ
、
手
を
温
め
る
よ
う
に
息
を
吐
く
。 

 

２
． 

寺
沢
家
（
朝
） 

カ
ー
テ
ン
か
ら
透
け
た
朝
日
。 

段
ボ
ー
ル
を
覗
き
込
む
タ
エ
コ
。 

タ
エ
コ
「
い
っ
て
き
ま
す
」 

 

３
． 

商
店
街
・
ス
ナ
ッ
ク
通
り
（
朝
） 

商
店
街
の
最
後
尾
あ
た
り
、
ス
ナ
ッ
ク
が
多
く
並
ぶ
。
ス
ー

ツ
を
着
た
通
勤
者
が
駅
に
向
か
っ
て
歩
い
て
い
る
。 

ス
ナ
ッ
ク
『
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
』
の
前
に
回
収
を
待
つ
お
し
ぼ

り
の
箱
。
扉
に
向
か
う
よ
う
に
、
箱
に
座
る
タ
エ
コ
。 

通
勤
者
は
通
り
が
か
る
た
び
に
タ
エ
コ
を
見
る
。 

視
線
に
耐
え
ら
れ
ず
、
タ
エ
コ
は
下
を
向
く
。 

足
元
は
ボ
ロ
ボ
ロ
の
ス
ニ
ー
カ
ー
に
ア
ン
ク
ル
丈
の
ソ
ッ
ク

ス
。
つ
ま
先
を
す
り
合
わ
せ
る
。 

『
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
』
の
ド
ア
が
開
き
、
ス
ニ
ー
カ
ー
の
目
の

前
に
赤
い
ハ
イ
ヒ
ー
ル
が
出
て
く
る
。 

マ
リ
エ
ル
の
声
「
大
家
サ
ン
は
」 

タ
エ
コ
の
声
「
無
理
だ
っ
て
」 

マ
リ
エ
ル
の
声
「
つ
か
え
な
い
バ
バ
ア
」 

ハ
イ
ヒ
ー
ル
が
歩
き
出
す
。
ヒ
ー
ル
の
金
属
が
出
て
い
る
音

が
す
る
。 

タ
エ
コ
、
慌
て
て
後
を
追
う
。 

 
×

 
×

 
×
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通
勤
者
と
逆
の
流
れ
で
歩
く
寺
沢
マ
リ
エ
ル
（
３
３

）
。

暖

か
そ
う
な
コ
ー
ト
を
着
て
い
る
。
数
歩
後
ろ
を
歩
く
タ
エ
コ
。 

マ
リ
エ
ル
が
ア
イ
コ
ス
に
煙
草
を
差
し
込
む
。 

タ
エ
コ
「
マ
マ
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
吸
っ
ち
ゃ
ダ
メ
だ
よ
」 

マ
リ
エ
ル
は
無
視
し
て
吸
い
始
め
る
。 

タ
エ
コ
が
路
上
喫
煙
防
止
の
行
政
員
を
見
つ
け
る
。 

タ
エ
コ
「
ね
、
怒
ら
れ
ち
ゃ
」 

マ
リ
エ
ル
「
（
遮
っ
て
）
う
る
さ
い
ヨ
！ 

私
は
ア
ン
タ
の
学
費
稼
い
で
る

ン
で
し
ょ
う
ガ
！ 

親
に
文
句
言
う
と
天
罰
下
る
ヨ
！
」 

マ
リ
エ
ル
、
煙
草
を
抜
い
て
タ
エ
コ
の
顔
に
投
げ
つ
け
る
。 

顔
を
押
さ
え
て
、
地
面
に
落
ち
た
煙
草
を
拾
う
タ
エ
コ
。 

マ
リ
エ
ル
「
（
タ
ガ
ロ
グ
語
）
タ
エ
コ
」 

Ｔ 
 

「
私
の
排
泄
物
」 

タ
エ
コ
が
起
き
上
が
る
前
に
、
千
円
札
が
２
枚
投
げ
つ
け
ら

れ
る
。 

マ
リ
エ
ル
「
今
日
は
帰
ら
な
イ
。
店
に
も
来
る
ナ
ヨ
」 

通
勤
者
と
同
じ
方
向
に
歩
い
て
い
く
マ
リ
エ
ル
。 

お
金
を
拾
う
タ
エ
コ
。
ヒ
ー
ル
の
音
が
遠
ざ
か
っ
て
い
く
。 

 

４
． 

パ
ン
屋
・
店
内
（
朝
） 

商
店
街
の
中
に
あ
る
パ
ン
屋
。 

湯
気
の
あ
が
る
焼
き
立
て
パ
ン
。
そ
れ
を
窓
際
の
ト
レ
ー
に

並
べ
る
店
員
。 

 

５
． 

パ
ン
屋
・
外
（
朝
） タ

エ
コ
、
喉
を
鳴
ら
し
て
腹
に
手
を
当
て
る
。 

ド
ア
ベ
ル
の
音
。 

店
員 

「
あ
ん
た
、
ち
ょ
っ
と
」 

タ
エ
コ
「
あ
っ
、
ご
め
ん
な
さ
い
！
」 

タ
エ
コ
は
逃
げ
る
よ
う
に
去
る
。 

店
員
、
た
め
息
を
つ
い
て
店
へ
戻
る
。 

 

６
． 

寺
沢
家
（
朝
） 

タ
エ
コ
、
レ
ト
ル
ト
パ
ウ
チ
の
ド
ッ
ク
フ
ー
ド
を
皿
に
出
す
。 
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段
ボ
ー
ル
の
マ
フ
ラ
ー
を
除
け
る
。
内
側
に
は
タ
オ
ル
が
敷

い
て
あ
り
、
カ
イ
ロ
が
２
つ
ほ
ど
貼
ら
れ
て
い
る
。
水
の
入

っ
た
皿
の
横
に
子
犬
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。
子
犬
は
動
か
な

い
。 

タ
エ
コ
「
な
ん
で
」 

子
犬
を
抱
き
上
げ
る
。 

タ
エ
コ
「
あ
っ
た
か
い
の
に
な
ん
で
」 

タ
エ
コ
、
子
犬
を
マ
フ
ラ
ー
で
包
ん
で
擦
る
。 

子
犬
は
息
を
吹
き
返
さ
な
い
。 

そ
れ
で
も
タ
エ
コ
は
擦
り
続
け
る
。 

 

７
． 

寺
沢
家
（
昼
） 

携
帯
電
話
の
音
。
着
信
は
学
校
か
ら
。 

子
犬
を
抱
い
た
ま
ま
の
タ
エ
コ
、
電
話
に
出
る
。 

タ
エ
コ
「
も
し
も
し
」 

教
師
の
声
「
お
う
、
寺
沢
。
も
う
昼
だ
ぞ
。
今
日
は
来
な
い
ん
か
」 

タ
エ
コ
「
先
生
、
犬
が…

…

」 

教
師
の
声
「
あ
ー
。
そ
う
だ
。
飼
え
る
人
い
な
い
か
探
し
て
く
れ
っ
て
言
わ

れ
て
た
の
忘
れ
て
た
わ
。
で
も
お
前
、
だ
か
ら
っ
て
学
校
休
む
は

違
う
だ
ろ
」 

タ
エ
コ
は
耳
か
ら
電
話
を
離
す
。 

教
師
の
声
「
お
ー
い
。
聞
こ
え
て
る
か
ー
？
」 

タ
エ
コ
、
子
犬
を
抱
い
た
ま
ま
、
外
へ
出
て
い
く
。 

玄
関
ド
ア
の
音
。 

 

８
． 

商
店
街
（
昼
） 

店
が
開
き
、
人
通
り
が
増
え
て
い
る
。 

タ
エ
コ
は
子
犬
を
抱
え
た
ま
ま
で
走
る
。 

商
店
街
に
い
る
人
々
は
タ
エ
コ
に
気
付
い
て
も
、
ひ
そ
ひ
そ

と
話
す
だ
け
で
声
を
か
け
た
り
は
し
な
い
。 

 
×

 
×

 
×

 

パ
ン
屋
前
。
「
食
パ
ン
焼
き
た
て
」
の
看
板
を
出
す
店
員
。

タ
エ
コ
が
走
っ
て
く
る
の
に
気
づ
く
。 

店
員 

「
あ
ん
た
！ 

ち
ょ
っ
と
待
ち
な
！
」 



 4 

タ
エ
コ
「
（
驚
い
て
立
ち
止
ま
る
）
え…

…

」 

店
員
、
パ
ン
耳
の
入
っ
た
袋
を
渡
す
。 

店
員 

「
朝
イ
チ
な
ら
、
い
つ
も
あ
る
か
ら
」 

タ
エ
コ
、
顔
を
く
し
ゃ
く
し
ゃ
に
し
て
、 

タ
エ
コ
「
あ
り
が
と
う…

…

」 

タ
エ
コ
が
何
か
に
気
付
い
た
よ
う
に
顔
を
あ
げ
る
。 

タ
エ
コ
「
明
日
返
す
ん
で
、
ラ
イ
タ
ー
と
か
あ
り
ま
す
か
」 

店
員
、
困
っ
た
顔
を
し
て
店
内
へ
行
き
、
す
ぐ
戻
っ
て
く
る
。 

店
員 

「
立
ち
シ
ョ
ン
の
匂
い
消
し
だ
け
ど
、
こ
れ
で
い
い
？
」 

マ
ッ
チ
箱
を
タ
エ
コ
へ
。 

 

９
． 

駅
前
（
昼
） 

商
店
街
の
始
ま
り
に
あ
る
小
さ
な
駅
。
駅
横
の
踏
切
を
待
つ

タ
エ
コ
。
息
を
切
ら
し
て
い
る
。 

踏
切
の
向
こ
う
側
、
タ
ク
シ
ー
を
止
め
る
マ
リ
エ
ル
。
身
な

り
の
い
い
男
と
一
緒
に
い
る
。 

マ
リ
エ
ル
に
気
付
く
タ
エ
コ
。 

マ
リ
エ
ル
も
ま
た
、
タ
エ
コ
に
気
付
く
。
手
で
ど
こ
か
行
け

と
合
図
し
、
タ
ク
シ
ー
に
乗
り
込
む
。
男
に
は
タ
エ
コ
が
見

た
こ
と
な
い
よ
う
な
優
し
い
笑
み
を
浮
か
べ
て
い
る
。 

タ
エ
コ
の
手
に
力
が
入
る
。 

踏
切
が
開
き
、
タ
エ
コ
は
ま
た
走
り
出
す
。
タ
ク
シ
ー
に
乗

っ
た
マ
リ
エ
ル
と
は
顔
を
合
わ
せ
な
い
。 

 

１
０
． 

河
川
敷
（
昼
） 

広
め
の
川
が
流
れ
る
河
川
敷
。
人
が
ま
ば
ら
に
い
る
。 

タ
エ
コ
は
橋
の
下
の
日
が
当
た
ら
な
い
場
所
に
う
ず
く
ま
っ

て
い
る
。 

子
供
の
ボ
ー
ル
遊
び
の
音
。
母
親
を
呼
ぶ
子
供
の
声
。
犬
の

吠
え
る
。 

タ
エ
コ
が
聞
き
た
く
な
い
と
い
う
表
情
で
子
犬
を
抱
き
し
め

る
。 

子
供 

「
お
な
か
、
い
た
い
？
」 

ボ
ー
ル
を
持
っ
た
子
供
が
話
し
か
け
る
。 
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タ
エ
コ
「
（
取
り
繕
う
よ
う
な
笑
顔
で
）
い
た
く
な
い
よ
」 

親 
 

「
あ
ぁ
っ
も
う
！ 

す
み
ま
せ
ん
！
」 

子
供
が
親
に
連
れ
て
い
か
れ
る
。 

そ
の
様
子
を
み
な
が
ら
、 

タ
エ
コ
「
い
た
く
な
い
。
い
た
く
な
い…

…

（
子
犬
を
見
て
）
い
た
か
っ
た

？
」  

×
 
×

 
×

 

夕
暮
れ
が
水
面
に
映
り
、
輝
い
て
い
る
。 

す
す
け
た
一
斗
缶
を
、
橋
の
下
に
運
ぶ
。 

小
枝
や
古
い
新
聞
紙
が
用
意
さ
れ
て
い
て
、
一
斗
缶
の
中
に

詰
め
て
い
く
。 

マ
フ
ラ
ー
で
包
ん
だ
子
犬
を
そ
の
上
へ
。 

マ
ッ
チ
に
火
を
つ
け
、
一
瞬
眺
め
、
一
斗
缶
の
中
へ
放
る
。 

タ
エ
コ
は
日
が
燃
え
上
が
る
様
子
を
じ
っ
と
見
つ
め
る
。 

黒
い
煙
が
空
へ
あ
が
っ
て
い
く
。 

小
枝
を
足
そ
う
と
し
た
指
先
に
、
パ
ン
耳
の
袋
が
あ
た
る
。 

乱
暴
に
袋
を
開
け
、
咀
嚼
す
る
。 

長
ら
く
食
べ
て
い
な
い
喉
に
パ
ン
が
通
ら
ず
、
口
か
ら
こ
ぼ

れ
る
。 

タ
エ
コ
「
う…

…

う
ぇ…

…

」 

パ
ン
を
吐
き
出
し
な
が
ら
、
タ
エ
コ
の
目
か
ら
涙
が
溢
れ
る
。 

次
第
に
嗚
咽
に
な
り
、
大
声
で
泣
く
。 

鳴
き
声
が
河
川
敷
に
響
く
。 

 
×

 
×

 
×

 

太
陽
が
沈
み
、
暗
い
河
川
敷
（
引
き
で
） 

一
斗
缶
の
炎
が
見
え
る
。 

 

１
１
． 

寺
沢
家
（
朝
） 

布
団
の
上
に
携
帯
電
話
と
「A

a
lis n

a
 a

k
o
.

」
の
メ
モ
。 

Ｔ 
 

「
さ
よ
う
な
ら
」 

 

１
２
． 

商
店
街
（
朝
） 

新
し
い
パ
ン
耳
の
袋
を
持
っ
た
タ
エ
コ
が
、
歩
き
出
す
。 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

お
わ
り 


